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専修大学は､ 21世紀のさまざまな社会課題の解決に貢献し､合わせて自己実現を図っていく人
に求められるもの､それは｢社会知性(Soci0-Intelligence)｣であると考え､ 21世紀のビジョン
として｢社会知性の開発｣を掲げています｡
このビジョン実現のために､専修大学は､ ｢社会知性開発研究センター｣を設置し､国際社会
に対応し得る学術･文化の幅広い分野における専門的､学際的な総合研究･教育活動を推進して
おります｡専修大学は､文部科学省が選定を行う私立大学学術研究高度化推進事業｢オープン･
リサーチ･センター整備事業｣に関わってすでに4件の選定を受け､鋭意研究に努め､その成果
を公開しております｡
2007年4月より､新たに｢東アジア世界史研究センター｣が､平成19年度文部科学省オープ
ン･リサーチ･センター整備事業として｢古代東アジア世界史と留学生｣が採択されたのを受け､
そのスタートの年に､公開講座｢井真成一日中の研究状況｣とシンポジウム｢古代東アジアの国
際関係と留学生｣を開催いたしました｡
専修大学は､明治維新後､アメリカのコロンビア大学､エール大学､ハーバード大学､ラトガ
-ス大学に長期にわたり留学した相馬永胤､田尻稲次郎､目賀田種太郎､駒井重格の4人の創立
者たちによって､明治13年(1880年)に創立されました｡
創立者たちは､留学によって得た､最新の知見を社会に還元し､近代の黍明期にあった母国R
本の発展に寄与しようという思いに満ち､その夢の実現が専修大学の創立につながりました｡
｢東アジア世界史研究センター｣の研究プロジェクトは､時代こそ異なれ､古代アジアにおい
て先進文明国に位置する中国への留学生を多様な視角から明らかにし､その果たした歴史的な意
義を問い､グローバル化した現代において見失われがちな｢媒介者｣の正当な位置づけとその果
たしている重要性を再確認することをめざしてます｡
いわば､ ｢社会知性の開発｣を直接担った｢留学生｣の群像が､これからの研究の積み重ねに
よってこれまで以上に明らかにされれば､学界や社会に稗益すること大であり､本学の創立者た
ちが果たした歴史的役割を新たな視角から評価する示唆もうることが可能であると思われます｡
東アジア世界史研究センターの年報が､毎年の研究と活動の成果を反映させ､社会知性の発信
の媒体として広く活用されることを切望いたしております｡今後の皆様からの忌博のないご意見
を賜れば幸いです｡
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